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対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象
▶催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが
必要な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確
認を▶先着順の申し込みで時間の記載のないものは午前
９時から受付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話
番号の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は月～
金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・年末年始を
除く）▶催しなどの中止・延期など最新情報は問い合わ
せ先に確認を▶環境への配慮から、催しなどへの来場は
できるだけ公共交通機関のご利用を▶周囲の人に感染
症を広げないため、場所や状況に
応じてマスク着用などの対応を。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

家庭から離れて暮らす子どもたちは、乳児院や児童養護施設などで集団
生活をしていますが、家庭での日常生活を経験できないまま社会に出ていく
人も少なくありません。様々な事情で家庭を離れて生活しなければならない
子どもたちを家庭で受け入れて、深い愛情と正しい理解をもって育てる人
を「里親」といいます。今回は里親についてご紹介します。
問い合わせ　こどもファミリーセンター

里親インタビュー

養育里親のご夫婦（夫48歳、妻51歳）

里親Q&A よくあるご質問

里親になるのに、
何か資格は必要ですか？

子どもを預かってから、困ったことは
相談できますか？

どんな人が
里親になっていますか？

特別な資格は必要ありません。子どもに対する深い
愛情と、里親制度に関する正しい理解を持って育て
てくれる人は、どなたでも里親になれます。

子どもの養育についての不安や相談、困りごとは、里
親支援センター、里親支援機関または子ども家庭セ
ンターが電話や訪問により相談に応じます。また、地
域の里親会による支援や交流活動もあります。

年齢や職業は様々です。それぞれのご家庭に応じた
かたちで、里親活動をされています。

里親にはいくつかの種類があります里親にはいくつかの種類があります
●養育里親
事情があり自宅で暮らせなくなった子どもを、数年から成人する
まで育てる里親で、府では『はぐくみホーム』という愛称で呼ぶ
●週末里親
家庭生活を体験することを目的に月に数回の週末から長期休
暇などに家庭に迎え入れる
●専門里親
虐待などで心身ともに傷ついた子どもや障がいのある子ども
に対し、経験と専門知識を活かし家庭で養育する
●親族里親
両親が死亡、行方不明などの事情により養育できなくなった
時、子どもの三親等内の親族（祖父母や兄弟など）が養育する
●養子縁組里親
特別養子縁組（戸籍上も自分の子どもとして育てる）を前提
に養育する里親

特集1

里親についてのご相談は
大阪府富田林子ども家庭センター
☎0721-25-1131
高鷲学園　里親支援センターwith里親
☎072-959-2202

子どもの成長を
あたたかく支える存在

あなたも養育里親に

里親募集説明会
とき　11月16日㈰午前10時～午後３時
ところ　ラブリーホール
申込　電話で下記へ
問高鷲学園　里親支援センターwith里親
（☎072-959-2202）

さとおや通信
～あなたも里親に～

里親募集説明会
とき　11月16日㈰午前10時～午後３時
ところ　ラブリーホール
申込　電話で下記へ
問高鷲学園　里親支援センターwith里親
（☎072-959-2202）

　40歳手前で結婚し、不妊治療を始めた際に病院で
パンフレットを見たことがきっかけで里親について知
りました。特別養子縁組には年齢制限があり、子ど
もとの生活はあきらめていましたが、家族が増えた
ら楽しくなるかなという思いがありました。市内で開
催している里親イベントでwith里親の担当者さんと
出会い、里親について詳しく知ることができました。
　里親になるためには研修が必要であることを知り、
研修を受けました。施設実習や家庭訪問などを行い、
研修を受けるうちに現状を理解できました。里親に
なるまでは１年ほどかかり思っていたよりも長かっ
たですが、夫婦２人のことをよく知った上で紹介し
てもらえるので安心感がありました。
　研修で学びを深めた後、小学生の女の子を他の里
親からのレスパイト（※）という形で受け入れ、約
１年間、週末や連休に預かりました。一緒に買い物
へ行ったり花火をしたりし、学校のこともよく話し
てくれました。レスパイトが終わる時には寂しく感
じ、「１年間遊んでくれてありがとう」と手紙をも
らったことがうれしかったです。
　現在は２歳の男の子と週１回の交流を行っていま
す。最初は人見知りが激しく子どもらしい笑顔もな
かったですが、次第に表情が出てきてうれしそうな
顔やごはんがおいしいとおかわりをするところが自

然とかわいいと思えるようになりました。物を投げ
たり攻撃的なことも多かったですが、優しくしてね
と伝えると聞いてくれるようになりました。この子
の初めての経験に立ち会えることはうれしく、関わ
る中で優しい子に育ってほしいと願っています。
　里親について知らないと不安になりますが、説明
会に行くことで分からないことを教えてくれ不安が
解消できます。常に迷いや不安はありますが、24
時間対応してくれるサポート体制が預かる上で支え
になっています。ちょっと覗いてみようかな、と思
えばぜひ相談会へ参加してみてください。
※レスパイト・ケア制度
冠婚葬祭や休息したいと思った時などに委託されている子ども
を一時的に、他の里親や乳児院、児童養護施設等に1日から数
日間預かってもらうことができる制度です。

私たち夫婦との相性などを
考えて里子を紹介してもらえ、
とても安心感がありました

　11月16日㈰午前10時～午後３時

11月８日にも
関連イベントあり
（27ページ）
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知ってる？図書館のDX化特集2

図書館は赤ちゃんからお年寄りまで、すべ
ての市民のみなさんの豊かな暮らしと、よ
りよく生きることを本などの「資料提供」
を通して支える場です。市内には、図書館
に加えて８つの公民館図書室があり、「市民
の求める資料・情報に応える図書館」「市民
の生活に役立ち、地域の課題解決に役立つ
図書館」を目標に掲げ、生涯学習の推進に
取り組んでいます。今回は市民のみなさん
に利用してもらえるさまざまなデジタル技
術を使ったサービスを紹介します。
問図書館（☎ 52-6933）

知ってる？図書館のDX化

　
図
書
館
が
キ
ッ
ク
ス
内
に
開
館
し

て
か
ら
20
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。

公
民
館
図
書
室
・
自
動
車
文
庫
を
含

め
た
、
図
書
館
全
館
の
蔵
書
数
は
51

万
２
８
７
７
冊
（
う
ち
、
児
童
書
14

万
９
０
３
３
冊
）
で
、
図
書
館
単
館

の
み
の
蔵
書
数
43
万
１
６
７
８
冊
は

南
河
内
最
大
を
誇
り
ま
す
（
令
和
７

年
３
月
末
時
点
）。

　
図
書
館
と
聞
く
と
、
現
地
で
書
籍

を
探
し
窓
口
で
借
り
、
後
日
返
し
に

　幼稚園のとき、母に連れられて参加した「おはなし
のへや」でのおはなし会が好きでした。暗い部屋にろ
うそくが灯る中や、はじまりの鈴の音の余韻が残る中
で読んでもらうと、絵本の中に入ったような没入感で
ワクワクしたのを鮮明に覚えています。小学生のとき
は伝記ものを借りて、高校生になった今では、知識ゼ
ロシリーズという物理や行動経済学など、事前知識が
なくても読みながら学べる本をよく読んでいます。
　通学時は教科書やワークなど多くの書籍を持ち運ぶ
ので、スマホで読める電子図書館を重宝しています。
満員電車でも片手で読める点や、書籍内の文字や写真
も拡大して見れるのが便利です。電子だと試し読みが
気軽にできるので、少し読んでこの本は違うなと思っ
ても、その場で返して別の本をすぐに借りられます。
期限がくれば自動で返してくれるので、返し忘れがな
いのも気に入ってます。
　図書館に来れば勉強しながらわからないことを調べ
る調べ学習ができます。これからも図書館で、将来に
向けて様々な分野のことを学びたいです。

　
図
書
館
で
は
自
動
貸
出
機
や
、
蔵

書
検
索
・
予
約
が
で
き
る
蔵
書
検
索

機
、
フ
リ
ー
Wi-

Fi
を
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
他
に
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
交
通
系
IC

カ
ー
ド
が
利
用
者
カ
ー
ド
替
わ
り
に

　
図
書
館
や
公
民
館
図
書
室
で
IC
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
タ
ッ
チ
す
る
と
書

籍
の
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
場
合
は

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
用
の
暗

証
番
号
が
必
要
で
す
。

●
ス
マ
ホ
で
利
用
者
カ
ー
ド
の

バ
ー
コ
ー
ド
表
示

　
公
民
館
図
書
室
・
自
動
車
文
庫
を
含

め
た
図
書
館
全
館
で
、利
用
者
カ
ー
ド

の
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
に
表
示
し
、

窓
口
で
貸
し
出
し
に
使
え
ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
図
書
館
で
契
約
す
る
各
種
オ
ン
ラ

イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
官
報
、法
律
・

裁
判
例
、
各
種
事
典
、
読
売
新
聞
）

を
検
索
、
印
刷
で
き
ま
す
。
国
立
国

会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
南

河
内
の
図
書
館
の
中
で
は
一
番
多
く

の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

特 集
2

interview
図書館利用者にインタビュー

高校生の堂前さん（写真上）

行
く
イ
メ
ー
ジ
の
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
市
の
図
書
館

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

来
館
し
な
く
て
も
書
籍
を
読
め
る
電

子
図
書
館
、
図
書
館
で
契
約
す
る
各

種
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検

索
・
印
刷
も
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
実
施
し
、
Ｄ
Ｘ
化
が
進
む
世
の
中

に
合
わ
せ
て
進
化
し
て
い
ま
す
。

時
代
に
合
わ
せ
て

進
化
す
る
図
書
館

●
電
子
図
書
館

　
利
用
者
カ
ー
ド
を
持

つ
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
な
ら
だ
れ
で
も
、
１
万
２
５

０
０
点
の
電
子
書
籍
を
ス
マ
ホ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
で
利
用

で
き
ま
す
（
右
記
Ｑ
Ｒ
参
照
）。
読

み
上
げ
や
し
お
り
・
メ
モ
、
文
字

の
拡
大
機
能
や
10
冊
ま
で
の
書
籍

予
約
も
可
能
で
す
。

●YouTube

歴
史
講
座

　
従
来
、
対
面
の
み
で
行
っ
て
い

た
歴
史
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

配
信
し
て
い
ま
す
。「
鬼
住
村
と
鬼

伝
説
」や「
諸
越
橋
の
お
話
」、「
狩

り
を
す
る
お
殿
様
」
な
ど
10
月
現

在
44
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

来
館
し
な
く
て
も

利
用
可
能
！

　キックスの図書館にお越しいただけ
れば、知りたいことが「ぼんやり」し
ていても、レファレンスコーナーにい
る司書が、丁寧に「調べもの」を支援
します。また、年齢ごとのおはなし会
など、幼少期から本に親しめるイベン
トもたくさん実施しています。
　図書館に来られなくても、公民館図
書室や自動車文庫などの身近な場所で
図書に触れることができますし、ネッ
ト予約した図書の貸出しや返却もでき
ます。さらに、コロナ禍での休館など
の経験を契機に、近隣市町村に先立っ
て、電子図書館をはじめとしたDX化
を一気に進めました。特に電子書籍に
ついては、蔵書を充実させるとともに、
利用者 IDを市立の小学４年生～中学
３年生の全員に配付し、タブレット端
　　末で利用できるようにしました。
　　　「読みたくなったらどこでも図
　　　書館」をぜひご利用ください。

W
ウ ェ ス ト ロ ー

estlaw J
ジ ャ パ ン

apan

ヨミダス

J
ジ ャ パ ン ナ レ ッ ジ

apanKnowledge

官報情報検索サービス

デジタル化資料送信サービス

読みたくなったら

どこでも図書館

※川村康文 監修『知識ゼロでも楽しく読める！物理のしくみ』西東社、2019

来
館
し
て
便
利
！

●
オ
ン
ラ
イ
ン
で
利
用
者
登
録

　
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
あ
れ
ば
、
来
館
し
な
く

て
も
利
用
者
登
録
が
で
き
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　
市
内
に
伝
わ
る
江
戸
時
代
の

古
絵
図
な
ど
を
高
精
細
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

小川教育長から
のメッセージ

３年生の全員に配付し、タブレット端
　　末で利用できるようにしました。
　　　「読みたくなったらどこでも図
　　　書館」をぜひご利用ください。

小川教育長から
のメッセージ

message

※
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文
化
の
日

晴
れ
の
受
賞

令
和
７
年
度
の
有
功
者
表
彰
と
市
長
表
彰
の
受
賞
者
が

こ
の
た
び
決
ま
り
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

な
お
、
表
彰
式
は
11
月
３
日
㈷
午
前
10
時
か
ら

キ
ッ
ク
ス
で
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
秘
書
企
画
課

有
功
者
表
彰

市
長
表
彰

　
市
長
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

市
政
の
各
分
野
で
活
躍
も
し
く
は

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
個
人

や
団
体
の
中
か
ら
、
市
長
表
彰
規

程
に
基
づ
き
表
彰
す
る
も
の
で
す

（
氏
名
・
団
体
名
は
50
音
順
）。

◆
個
人
の
部

安あ

達だ
ち

英ひ
で

行ゆ
き

（
美
加
の
台
）

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

池い
け

田だ

雅ま
さ

俊と
し

（
石
仏
）

市
内
の
商
工
業
振
興
に
貢
献

伊い

藤と
う

幾ち
か

惟た
だ

（
南
花
台
）

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

　
有
功
者
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た

り
河
内
長
野
市
の
発
展
あ
る
い
は

公
益
の
増
進
に
寄
与
し
、
そ
の
功

労
が
顕
著
で
あ
っ
た
人
の
中
か

ら
、
有
功
者
表
彰
条
例
に
基
づ
き

表
彰
す
る
も
の
で
す
。　

桝
井
繁
春
（
大
矢
船
中
町)

　

昭
和
57
年
に
本
市
に
奉
職
し
、

総
務
部
契
約
検
査
課
長
、
都
市
づ

く
り
部
長
な
ど
を
歴
任
。

　
平
成
28
年
９
月
か
ら
は
副
市
長

を
務
め
、
道
路
整
備
や
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備

の
推
進
や
、
赤
峰
市
民
広
場
の
産

業
用
地
化
、消
防
広
域
化
、防
災・

危
機
管
理
の
推
進
に
取
り
組
む
な

中な
か

村む
ら

き
ょ
う
子
（
小
山
田
町
）

福
祉
行
政
の
推
進
に
貢
献

西に
し

尾お

猛た
け
し（
流
谷
）

地
域
の
自
治
振
興
に
貢
献

西に
し

村む
ら

拓た
く

也や

（
木
戸
）

地
域
保
健
医
療
の
充
実
に
貢
献

東ひ
が
し

美よ
し

男お

（
岩
瀬
）

消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

日ひ

備び

野の

美み

里さ
と

（
あ
か
し
あ
台
）

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

村む
ら

上か
み

健け
ん

三ぞ
う

（
小
山
田
町
）

地
域
の
自
治
振
興
に
貢
献

山や
ま

室む
ろ

義よ
し

康や
す

（
大
師
町
）

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

◆
団
体
の
部

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

に
貢
献

市
町
西
町
会
防
災
組
織

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

ど
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
。

東
部
昌
也
（
大
矢
船
南
町
）

　

昭
和
55
年
に
本
市
に
奉
職
し
、

議
会
事
務
局
長
、
市
民
保
健
部
長

な
ど
を
歴
任
。

　
令
和
２
年
12
月
か
ら
は
副
市
長

を
務
め
、
行
財
政
改
革
や
地
域
ま

ち
づ
く
り
支
援
拠
点
の
開
設
、
南

花
台
団
地
再
生
モ
デ
ル
事
業
の
推

進
、
就
職
氷
河
期
世
代
や
企
業
人

材
の
職
員
採
用
に
取
り
組
む
な

ど
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
。

木
戸
本
郷
自
主
防
災
組
織

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

桐
ケ
丘
中
央
自
治
会
防
災
部
会

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

汐
の
宮
自
主
防
災
組
織

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

千
代
田
小
学
校
区
み
ん
な
の
ま
ち

づ
く
り
会

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

に
貢
献

千
代
田
台
町
自
治
会
自
主
防
災
組

織安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

美
加
の
台
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

に
貢
献

三
日
市
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

に
貢
献

ロ
ジ
ェ
長
野
４
４
８
団
地
自
主
防

災
会

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

江え

口ぐ
ち

三み

重え

子こ

（
南
貴
望
ケ
丘
）

魅
力
発
信
と
観
光
振
興
に
貢
献

相お
お

宅や

宏ひ
ろ

光み
つ

（
天
見
）

地
域
の
自
治
振
興
に
貢
献

大お
お

山や
ま

浩ひ
ろ

司し

（
荘
園
町
）

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

尾お

屋や

和か
ず

幸ゆ
き

（
鳩
原
）

消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

瀨せ

尾お

孝た
か

志し

（
緑
ケ
丘
中
町
）

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

𣳾た
い

中な
か

美み

喜き

代よ

（
古
野
町
）

市
民
の
文
化
振
興
に
貢
献

髙た
か

橋は
し

勇ゆ
う

司じ

（
南
花
台
）

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

に
貢
献

竹た
け

鼻は
な

良よ
し

介す
け

（
上
田
町
）

市
民
の
文
化
振
興
に
貢
献

中な
か

井い

喜よ
し

三ぞ
う

（
清
見
台
）

市
民
の
文
化
振
興
に
貢
献

中な
か

谷た
に

靜し
ず

夫お

（
小
山
田
町
）

交
通
安
全
の
普
及
啓
発
に
貢
献

中な
か

西に
し

晴は
る

彦ひ
こ

（
松
ケ
丘
東
町
）

地
域
保
健
医
療
の
充
実
に
貢
献

支え合いの
現場から
TEL 65 -0133
社会福祉協議会内

百
歳
ま
で
現
役
！

　
「
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
シ

ル
バ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
代
表

小
林
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。小

林
さ
ん
は
地
域
の
み
な
さ
ん

が
気
軽
に
集
え
る
場
所
と
し

て
、
通
い
の
場
活
動
を
３
年

前
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
か

ら
三
日
市
地
区
で
「
街
か
ど

デ
イ
ハ
ウ
ス
シ
ル
バ
ー
ス
ク

ー
ル
」
と
し
て
活
動
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
介
護
現
場
で
働
い
て
い

た
と
き
に
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
前
の
段
階
こ
そ

大
切
。
元
気
な
う
ち
に
楽
し

め
る
場
を
つ
く
り
た
い
」
と

思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
活
動

日
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
。
内

容
は
、
脳
ト
レ
や
麻
雀
、
体
操
、

手
芸
、
料
理
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

多
彩
で
、
利
用
者
の
希
望
に
合

わ
せ
て
内
容
を
調
整
し
ま
す
。

準
備
か
ら
運
営
ま
で
、
小
林
さ

ん
が
一
人
で
担
い
な
が
ら
工
夫

を
重
ね
て
い
ま
す
。
利
用
者
は

70
〜
90
歳
代
。
小
林
さ
ん
自
身

も
元
気
の
お
手
本
に
な
る
た
め

に
、「
１
０
０
歳
ま
で
現
役
」
を

合
言
葉
に
、
常
に
情
報
収
集
を

心
掛
け
、
利
用
者
に
新
し
い
話

題
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
男
性
の
利
用
者
が

少
な
い
こ
と
や
、
新
し
い
参
加

者
が
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し

に
く
い
こ
と
を
課
題
に
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
し
い

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
を

始
め
た
り
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
に

協
力
し
て
も
ら
い
周
知
を
し
た

り
し
て
、
利
用
者
の
確
保
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
一
人
で
運
営
し
て
い

る
小
林
さ
ん
で
す
が
、
今
後
に

つ
い
て
は
「
自
分
の
代
で
終
わ

ら
せ
た
く
な
い
。
利
用
者
で
も

地
域
の
方
で
も
、
関
心
の
あ
る

人
は
お
手
伝
い
や
運
営
に
関
わ

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
無
理
な
く
、
楽
し
く
、
長
く

続
け
な
が
ら
、
同
じ
健
康
状
態

を
維
持
し
て
も
ら
う
こ
と
が
小

林
さ
ん
の
目
標
で
す
。
ち
ょ
っ

と
衰
え
た
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、

通
い
の
場
に
来
る
チ
ャ
ン
ス
。

話
を
す
る
だ
け
で
も
元
気
の
ヒ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
よ
。
行
っ
て

み
よ
う
か
な
と
思
っ
た
人
は
ぜ

ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
新
し
い
出
会
い

や
楽
し
み
が
待
っ
て
い
ま
す
。

6広報かわちながの 2022年（令和 4年）５月号広報かわちながの 2022年（令和 4年）５月号

令
和
７
年
度
の
有
功
者
表
彰
と
市
長
表
彰
の
受
賞
者
が

時
か
ら

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

書道や草餅作りを楽しむ利用者の様子
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民
間
企
業
と
連
携
し
た
実
証

事
業
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
空
間

に
観
光
案
内
所
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
市
内
観
光
情
報
に
つ

い
て
Ａ
Ｉ
ア
バ
タ
ー
に
質
問
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
空
間
内
に
は
市
内
各
所
の
写

真
や
解
説
が
数
多
く
配
置
さ
れ

て
い
た
り
、
観
光
関
連
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時

ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
ほ
か
の
ユ

ー
ザ
ー
と
会
話
す
る
こ
と
も
で

き
、
空
間
内
で
河
内
長
野
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
施
期
間

12
月
26
日
ま
で

問
産
業
観
光
課

広報に関するアンケート

デジタル
観光案内所が

オープン

　大阪・関西万博は大盛況のうちに半年間の幕
を閉じましたが、河内長野市は万博会場にて12
のイベントを実施し、「つながる」をテーマに本
市の魅力を世界に発信しました。
　上田町のだんじり曳

えい

行
こう

に始まり、「食」において
は地酒や楠公めしなどの美味い！を世界につなげ、
日本遺産「中世に出逢えるまち」を通じて、歴史の
つながりを発信しました。また、おおさか河内材の
楽器による演奏や「かわちぃたまご」と命名された

河内長野の「チカラ」を世界に発信 in万博

「木たまご」を使ったインスタレーション、はがき
や「木

モク

トンボ」作りを通じて、本市と世界が自然と
五感でつながりました。「職」においては体験型ワー
クショップで世界とつながるとともに、各分野での
取り組みや市民の文化活動も披露され、コミュニ
ティとしての強いつながりを発信しました。
　そして、総勢400名以上のボランティアとの
つながりで作り上げた「奥河内音絵巻 ～日月山
水タイムマシン～」では、本市在住の音楽家サ
キタハヂメさん主宰により、天野山金剛寺にある
国宝「日月四季山水図屏風」の世界観を音楽や
映像、ダンスで見事に表現されました。劇中での
河内音頭とブルキナファソの陽気なアフリカン音
楽、チェコのピルゼン・フィルハーモニー管弦楽
団との共演は音で世界とつながる、文字通り万
博そのものでした。万博を通じて、河内長野が「好
き。」という愛着は、つぎの十年、つぎの千年にミャ
クミャクとつながることでしょう。

西野修平の

TEAM
KAWACHI
NAGANO

市長 's VOICE
　
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
、
市

の
広
報
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
市
か
ら

の
情
報
の
受
信
・
収
集
方
法
や
、

普
段
の
情
報
収
集
方
法
な
ど
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
５
分
程
度
で
回
答
で
き
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
す
。
今
後
の
広
報

活
動
に
関
す
る
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
間

11
月
７
日
㈮
〜
25
日
㈫

回
答
方
法　
左
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

アンケートにお答えいただいた人の中から、抽選でモックルぬい
ぐるみや、モックルキャラクターバッグをプレゼントします。

姉妹都市30周年記念出版
イベント

　
米
国
カ
ー
メ
ル
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
30
周
年
を
記
念
し
て
、

両
市
の
食
べ
物
を
テ
ー
マ
と
し

た
ク
ッ
ク
ブ
ッ
ク
（
料
理
本
）

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ー
メ

ル
と
河
内
長
野
で
親
し
ま
れ
て

い
る
30
種
の
料
理
を
紹
介
し
、

企
画
と
執
筆
を
カ
ー
メ
ル
市
在

住
の
イ
ー
サ
ン
・
マ
ッ
ク
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
ス
さ
ん
、
イ
ラ
ス
ト

を
本
市
在
住
の
綱
本
武
雄
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
ま
し
た
。

　
こ
の
本
の
出
版
を
記
念
し
て
、

ク
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
紹
介
と
本
の

販
売
、
そ
し
て
今
年
６
月
に
カ

ー
メ
ル
市
図
書
館
で
の
出
版
イ

ベ
ン
ト
に
登
壇
し
た
綱
本
さ
ん

に
よ
る
報
告
会
を
開
き
ま
す
。

市ホームページから専用サイトにアクセス▷アプリのインストール
は必要ありません▷詳細は左記QRからご確認ください。

１名様

The Carmel Kawachinagano Cook Book

2名様

11月は
1日・15日が
バス無料

詳細は市ホームページを
ご確認ください。

と
き
・
内
容

11
月
16
日
㈰
▽

展
示
販
売
＝
午
前
11
時
〜
午
後

４
時
、
報
告
会
＝
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

姉妹都市30周年記念出版

写真は次のページへ

▲本書で使用されているイラストたち 綱本さん マックアンドリュースさん

（第１、第３土曜日）
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フォト
特集

大阪・関西万博で 河内長野市民の笑顔輝く

・大阪の祭！～EXPO2025 春の陣～
・地域の魅力発見ツアー～大阪43市町村の見どころ～など

５月

・自分が活きるまちが「好き。」自然でつながる河内長野
・食と祭EXPO「大阪のれんめぐり2025」
・地域の魅力発見ツアー～大阪43市町村の見どころ～など

7月

予告 ビヨンドBeyond万博
河内長野市の未来へつなぐ
万博の記憶と賑わい

 河内長野駅周辺の複数会場で開催！

10：00～16：00
万博の記憶と賑わい

 河内長野駅周辺の複数会場で開催！

12/6 土

・奥河内音絵巻 2025 日月山水タイムマシン
・まちのみんなが「好き。」つぎの十年つぎの千年がつながる河内長野
・EXPOワールドフェスティバルなど

9月
4月から10月にかけて夢洲で開催された大阪・関西万博にて、
本市は「つながる河内長野」をテーマに多数の催しやブース
出展を行い、世界へ魅力を発信しました。会場での賑わいの
様子と参加いただいた市民のみなさんの笑顔を集めました。
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安
全
安
心

大
阪
８
８
０
万
人
訓
練
と

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
同
時
実
施

　
市
内
47
か
所
の
防
災
行
政
無
線

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
放
送
と
と
も

に
、「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報

メ
ー
ル
」
を
携
帯
電
話
に
送
信
し

ま
す
。電
源
オ
フ
で
な
い
限
り
、マ

ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
着
信
音
が
鳴
り

ま
す
。
訓
練
用
の
メ
ー
ル
が
届
い

た
ら
、
身
を
守
り
避
難
す
る
な
ど

の
訓
練
を
で
き
る
範
囲
で
行
い
、

い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　
中
止
の
場
合
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き

11
月
５
日
㈬
午
前
10
時

問
府
危
機
管
理
室

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

　
緊
急
事
態
時
に
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
防

災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放

送
す
る
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き

11
月
12
日
㈬
午
前
11
時

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎

０
１
２
０
・
０
４
７
・
７
１
４
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

　
防
災
に
関
す
る
講
演
な
ど
を
行

い
ま
す
。

と
き

11
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午　

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
危
機
管
理
課

11
月
９
日
〜
15
日
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

●
急
ぐ
日
も　
足
止
め
火
を
止
め　

準
備
よ
し

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で

す
。
防
火
意
識
を
高
め
、
万
一
火

災
が
発
生
し
た
場
合
に
も
被
害
を

暮
ら
し

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
の

回
収
場
所
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｂ

Ｒ
Ｃ
が
実
施
す
る
小
型
充
電
式
電

池
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
つ
ぎ
の
店
舗
で
も
新
た
に

回
収
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

回
収
場
所　
イ
ズ
ミ
ヤ
Ｓ
Ｃ
河
内

長
野
店
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
河
内
長
野

店
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
三
日
市
駅
前
店

※
い
ず
れ
の
店
舗
も
総
合
案
内
ま

た
は
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど

で
、
回
収
対
象
の
製
品
の
み
を
お

預
か
り
し
ま
す
▽
回
収

対
象
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
▽
不
明
な
点
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
を
。

問
環
境
衛
生
課

川
や
溝
に
廃
油
な
ど
を
捨
て
な
い
で

　
市
の
水
道
水
の
約
70
％
は
、
滝

畑
ダ
ム
や
石
川
、
石
見
川
を
水
源

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
河
川
か
ら
の
廃
油
な
ど
が
浄

水
場
に
流
入
し
、
運
転
を
停
止
し

て
施
設
を
洗
浄
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
故
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
暖
房
な
ど
で
油
類

を
使
う
季
節
に
な
り
ま
す
が
、
水

源
保
全
の
た
め
河
川
な
ど
に
油
類

や
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
水
道
課

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
停
止

　
サ
ー
バ
更
新
作
業
の
た
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
長
期
間
停
止
し

ま
す
。

と
き
11
月
25
日
㈫
〜
11
月
30
日
㈰

※
最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課

最
小
限
に
と
ど
め
、
人
の
生
命
や

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う

問
大
阪
南
消
防
局
予
防
課

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
９
９
２
８
）

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

　
犯
罪
被
害
者
は
、
周
囲
の
無
理

解
や
無
関
心
、
孤
立
や
疎
外
と
い

う
二
次
的
な
被
害
に
も
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
府
警
察
で
は
次
の
窓
口
を
設
け

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◎
性
犯
罪
被
害
相
談　

☎
06
・
６
９
４
１
・
０
１
１
０

◎
暴
力
団
・
け
ん
銃
相
談
１
１
０
番

☎
06
・
６
９
４
１
・
１
１
６
６

◎
悪
質
商
法
１
１
０
番　

☎
06
・
６
９
４
１
・
４
５
９
２

◎
少
年
相
談　

☎
06
・
６
９
４
４
・
７
８
６
７

◎
列
車
内
ち
か
ん
被
害
相
談
（
女

性
警
察
官
が
対
応
）　

☎
06
・
６
８
８
５
・
１
２
３
４

◎
ス
ト
ー
カ
ー
１
１
０
番　

☎
06
・
６
９
３
７
・
２
１
１
０

◎
覚
せ
い
剤
１
１
０
番　

☎
06
・
６
９
４
３
・
７
９
５
７

◎
警
察
相
談
室　

☎
06
・
６
９
４
１
・
０
０
３
０

問
河
内
長
野
警
察
署

（
☎
54
・
１
２
３
４
）

事
業
所

G
oogle

ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

無
料
で
は
じ
め
ら
れ
る

G
oogle

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
（
旧G

oogle

マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
）

を
用
い
た
効
果
的
な
集
客
の
方
法

を
、
使
い
方
か
ら
運
用
の
コ
ツ
ま

で
お
話
し
ま
す
。

と
き

11
月
26
日
㈬
午
後
４
時
〜

６
時　

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員

20
人

申
込

11
月
21
日
ま
で

に
電
話
ま
た
は
下
記
Ｑ

Ｒ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
で

問
事
業
者
支
援
窓
口

（
☎
53
・
６
０
７
５
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
）
は
、
国
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
小
企
業
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。
制
度
内
容
な

ど
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
（
☎
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３

４
）

令
和
８
年
度
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請
を
受
付

　
市
と
上
下
水
道
事
業
で
は
、「
建

設
工
事
」「
物
品
購
入
・
管
理
業
務

等
」「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」

の
一
般
お
よ
び
指
名
競
争
入
札
の

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
（
業

者
登
録
受
付
）
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

申
請
受
付

12
月
１
日
㈪
〜
19
日

㈮
に
申
請
書
デ
ー
タ
（
11
月
17
日

㈪
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
電
子
申
請
で
左

記
へ

業
種
・
内
容　
左
表
の
と
お
り

※
今
回
の
受
付
は
電
子
申
請
の
み

と
な
る
た
め
、
持
参
・
郵
送
不
可
。

問
契
約
検
査
課

 [コラム]  

消費生活
相談員コラム

消費生活
ウォッチング
買い物や契約で困った時は
TEL 56-0700

●
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
と
は

　
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
と
は
、広

告
表
示
に
お
い
て
消
費
者
を

騙
し
た
り
、
勘
違
い
さ
せ
た

り
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て

つ
け
ら
れ
た
名
称
で
す
。
具

体
的
な
パ
タ
ー
ン
を
紹
介
し

ま
す
。

◎
パ
タ
ー
ン
１
「
こ
っ
そ
り
」

　
定
期
購
入
な
の
に
、
１
回

だ
け
の
購
入
で
あ
る
か
の
よ

う
に
表
示
さ
れ
て
い
る
（
よ

く
見
る
と
小
さ
な
文
字
で
回

数
縛
り
の
あ
る
定
期
購
入
で

あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
）。

◎
パ
タ
ー
ン
２
「
緊
急
性
」

　
「
残
り
〇
分
」
な
ど
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
タ
イ
マ
ー
を
表
示

す
る
こ
と
で
、
購
入
を
急
が

せ
る
。

◎
パ
タ
ー
ン
３
「
妨
害
」

　
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
や
商
品

の
購
入
は
容
易
だ
が
、
退
会
、

解
約
は
手
間
や
時
間
が
か
か

る（
専
用
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ

リ
に
登
録
さ
せ
る
。
10
問
以

上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
が

必
要
な
ど
）。

●
ア
ド
バ
イ
ス

　
ま
ず
は
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン

の
存
在
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。そ
し
て
騙
さ
れ
な
い
た

め
に
落
ち
着
い
て
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
欲
し
い

商
品
が
売
り
切
れ
そ
う
な
表

示
で
も
今
す
ぐ
買
う
の
で
は

な
く
、
ひ
と
呼
吸
置
い
て
画

面
の
内
容
を
確
認
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。特
に
※
や
小

さ
な
文
字
で
書
か
れ
た
内
容

は
注
意
が
必
要
で
す
。
広
告

画
面
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

し
て
保
存
す
る
こ
と
も
有
効

で
す
。
ネ
ッ
ト
社
会
に
潜
む

リ
ス
ク
と
生
き
抜
く
力
を
養

い
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
広
告
に

気
を
つ
け
て
！
そ
の
広
告

ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
か
も

もったいない市
　お好きな食器を無料で持ち帰るこ
とができます。
※持ち帰り用のマイバックなどをご
持参ください▷当日は食器の回収を
行いませんのでご注意ください。
とき　11 月 15 日㈯午前 11 時～
午後２時
ところ　市役所
問環境衛生課

業　種 内　容

建設工事 土木、建築、舗装、設備、解体、
配給水管などの建設工事

物品購入・
管理業務等

事務用品、電化製品、車両、燃料、
日用品、食料品、衣料などの販
売、印刷、建物管理、機械類保守、
各種計量などの業務、リースなど

建設コンサ
ルタント等

建設コンサルタント、建築設計、
測量、補償コンサルタント業務
など

６市町村によるごみ処理方法
パネルリレーも同日開催
　富田林市、河内長野市、大阪狭山
市、太子町、河南町、千早赤阪村の
６市町村で連携し、自分たちが出し
たごみがどのように処理されている
かなど、ごみの発生抑制の意識をつ
なげるパネルリレーを実施します。
※当日直接会場へ▷先着でプレゼン
トあり。
問南河内環境事業組合

（☎ 33-6584）

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

安
全
安
心

健
康

税
金

子
育
て

就
労

高
齢
者

障
が
い
者

暮
ら
し

事
業
所

教
育

人
権

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ
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子
育
て

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
天
見
近
く
の
遊
歩
道
を
ぶ
ら
ぶ

ら
散
歩
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
未
就
学
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き

11
月
６
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
▽
10
時
20
分
に
天
見
駅

へ
集
合

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
交
流
会

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中

ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報

が
ほ
し
い
保
護
者
と
小
学
６
年
生

以
下
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）

と
き

11
月
23
日
㈰
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
た
」
喜
び

を
実
感
し
「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
2
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

11
月
25
日
㈫
、
12
月
９
日

㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

②
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
!!

　
運
動
や
製
作
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
、
就
園
前
に
集
団
で
過
ご
す

経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
2
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

11
月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜

㈭
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

定
員

10
人
（
抽
選
▽
未
就
学
の

子
ど
も
の
保
育
あ
り
▽
定
員
８
人
）

⑥
育
児
講
座
「
親
子
で
楽
し
む
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

　
み
ん
な
で
交
流
し
な
が
ら
、
誰

で
も
で
き
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
首
が
座
っ
た

７
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
（
両
親
で
の
参
加
も
可
）

と
き

12
月
２
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
45
分

定
員　
８
組
（
抽
選
）

参
加
費　
５
０
０
円（
オ
イ
ル
代
）

⑦
育
児
講
座
「
プ
レ
マ
マ
・
パ
パ

の
沐
浴
教
室
と
あ
い
っ
く
見
学
」

　
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
た
沐
浴

体
験
と
あ
い
っ
く
見
学
を
し
ま
す
。

対
象　
初
め
て
マ
マ
・
パ
パ
に
な

る
市
民
（
マ
マ
の
み
・
パ
パ
の
み

の
参
加
可
）

と
き

12
月
13
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

定
員　
４
組
（
抽
選
）

①
〜
⑦
の
申
込　
11
月
９
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電
話

で
左
記
へ

問
あ
い
っ
く
（
☎
50
・
４
６
６
４
）

ゆ
め
っ
く
わ
く
わ
く
広
場

　

妊
婦
の
人
や
０
歳
か
ら
就
学
前

の
お
子
さ
ん
、遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

対
象　
妊
婦
お
よ
び
０
歳
か
ら
未

就
学
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
週
３
回
実
施

と
こ
ろ　
ゆ
め
っ
く

※
開
催
日
や
利
用
方
法

な
ど
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
ゆ
め
っ
く
（
☎
55
・
４
１
４
１
）

ゆ
め
っ
く

子
ど
も
の
健
康
教
室
・
相
談

●
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き

11
月
26
日
㈬
、
12
月
24
日

㈬
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
15
分　

内
容　
離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
ご
ろ
）
の
進
め
方
な
ど

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

●
か
み
か
み
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き

11
月
28
日
㈮
午
後
１
時
15

分
〜
２
時
15
分　

内
容　
離
乳
食
（
生
後
９
〜
18
か

月
ご
ろ
）
の
進
め
方
な
ど

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

●
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　
市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

11
時
45
分

定
員

20
組
（
抽
選
）

③
育
児
講
座
「
体
が
軽
く
な
る
ピ

ラ
テ
ィ
ス
」

　
ガ
チ
ガ
チ
の
体
を
ほ
ぐ
し
て
、心

も
体
も
整
え
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
で
妊
娠
16
週
〜

34
週
の
妊
婦
と
未
就
学
の
子
ど
も

の
保
護
者

と
き

11
月
18
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

定
員

10
人
（
抽
選
▽
未
就
学
の

子
ど
も
の
保
育
あ
り
▽
定
員
８
人
）

④
お
で
か
け
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

　
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
働
き
方
や
子
育
て
と
の

両
立
、
仕
事
探
し
の
方
法
な
ど
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
人
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
未
就
学
の
子

ど
も
の
保
護
者

と
き
・
内
容

11
月
28
日
㈮
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
＝
個
別
相

談
（
要
予
約
▽
３
人
）、
午
前
11
時

30
分
〜
正
午
＝
フ
リ
ー
相
談

⑤
育
児
講
座
「
私
ら
し
い
子
育
て

〜
こ
ど
も
も
あ
な
た
も
大
事
〜
」

　
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
、
バ
ッ
ド
サ

イ
ク
ル
か
ら
学
ぼ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
〜
お
お

む
ね
３
歳
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き

11
月
27
日
㈭
、
12
月
４
日

と
こ
ろ　
三
日
市
公
民
館

定
員　
75
人
（
抽
選
）

申
込

11
月
17
日
ま
で

に
下
記
Ｑ
Ｒ
で

問
社
会
教
育
第
１
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

消
防
フ
ェ
ア

　
子
ど
も
を
対
象
に
放
水
、
ロ
ー

プ
渡
り
、
は
し
ご
車
乗
り
な
ど
の

体
験
が
出
来
ま
す
。

※
は
し
ご
車
は
子
ど
も
（
３
歳
〜

小
学
生
）
に
整
理
券
配
布
後
抽
選
。

と
き

11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
河
内
長
野
消
防
署

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
南
消
防
組
合
河

内
長
野
消
防
署（
☎
53
・
０
１
１
９
）

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー

ム
や
自
炊
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

と
き

12
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰

（
１
泊
２
日
）

と
こ
ろ　
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財

の
森
セ
ン
タ
ー

定
員

40
人
（
抽
選
）

参
加
費　
３
５
０
０
円

申
込

11
月
28
日
ま
で

に
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

●
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ

フ
募
集

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
パ
ル
と
一
緒
に

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ
を
運
営
す

る
一
般
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
高
校
生
〜
25
歳
程
度

申
込

11
月
28
日
ま
で

に
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

問
青
少
年
指
導
員
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
社
会
教
育
第
１

課
内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

多
言
語
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

　
世
界
ご
っ
た
煮
フ
ェ
ス
（
本
紙

29
ペ
ー
ジ
）
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
言
語
で
書
か
れ
た
絵
本

を
自
由
に
手
に
取
っ
て
楽
し
み
ま

す
。
多
言
語
の
お
は
な
し
会
も
随

時
開
催
。

と
き

11
月
16
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　
図
書
館

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き

12
月
５
日
㈮
午
前
９
時
50

分
〜
、
10
時
50
分
〜　

内
容　
管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
個
別
相
談

定
員　
各
２
人
（
先
着
順
）

申
込　
い
ず
れ
も
電
話

ま
た
下
記
Ｑ
Ｒ
で

問
ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
55
・
４
１
４
１
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き

11
月
８
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
ゆ
め
っ
く

内
容　
管
理
栄
養
士
か
ら
食
生
活

に
つ
い
て
の
話
、
助
産
師
か
ら
気

持
ち
が
前
向
き
に
な
る
マ
マ
の
た

め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
55
・
４
１
４
１
）

プ
レ
マ
マ
あ
ん
し
ん
サ
ロ
ン

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
方
法
や
緊
張
を

ゆ
る
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
学
び
、お

腹
の
赤
ち
ゃ
ん
に
ゆ
っ
た
り
話
し

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
妊
婦
さ
ん

の
交
流
会
も
開
催
し
ま
す
。

対
象　
妊
娠
中
の
市
民

と
き

12
月
５
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　
ゆ
め
っ
く

定
員

10
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
55
・
４
１
４
１
）

小
児
整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
歩
き
始
め
が
遅
い
、
歩
き
方
が

気
に
な
る
、
よ
く
転
ぶ
な
ど
、
小

児
整
形
の
医
師
に
よ
る
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
就
学
前
の
子

ど
も

と
き

11
月
13
日
㈭
午
前
９
時
50

分
〜
（
相
談
時
間
約
20
分
）

と
こ
ろ　
ゆ
め
っ
く

定
員　
５
人（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
か

下
記
Ｑ
Ｒ
で

問
ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
55
・
４
１
４
１
）

こ
ど
も
え
い
ご
村
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
英
語
で
お
買
い
物
体
験
を
し
よ
う
。

対
象　
市
内
在
住
在
園
在
学
の
幼

稚
園
・
保
育
園
児
と
小
学
１
〜
６

年
生

と
き　
11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分

※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳細はお問い合わせください。

◉つどいの広場（当日直接会場へ）
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と 11月10日㈪・17日㈪午前
10時～午後３時 30分▷ 13日㈭＝「ゆうみ先生と
音楽を楽しもう！」（午前 11時 30分～）、21日㈮
＝「みんなでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷11月6
日㈭＝「保健師さん健康相談」（～正午）▷13日㈭＝「絵
本でスマイルキャラバン隊」（午前11時～30分程度）
▷11月6日㈭・17日㈪＝「プレママ・パパ見学会
＆あかちゃん優先day」▷開催日は毎回マグネットシ
アター、手遊びなども▷詳細はインスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（当日直接会場へ）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 11月 12日㈬ ☎ 62-6155
老寿やすらぎ千代田公民館 11月 21日㈮ ☎ 55-1125
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
応募者：みわたつ

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

安
全
安
心

健
康

税
金

子
育
て

就
労

高
齢
者

障
が
い
者

暮
ら
し

事
業
所

教
育

人
権

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ
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図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き

11
月
８
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
、
15
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
15

分
程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
〜
就
学
前
児
童
向
け

と
き

11
月
８
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

15
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
（
30
分

程
度
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き

11
月
１
日
㈯
、
22
日
㈯
午

前
11
時
〜
（
30
分
程
度
）
▽
29
日

㈯
は
午
後
２
時
〜
（
30
分
程
度
）

▽
22
日
は
保
護
者
も
入
場
可

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
自
由
に
手
に
取
っ

て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き　
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　
図
書
館

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

ｍマ

ム
ｕ
ｍ
利
用
児
募
集

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

特
性
に
合
わ
せ
た
療
育
と
保
護
者

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生

（
令
和
８
年
４
月
時
点
）ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員

60
人
（
抽
選
）

申
込
11
月
７
日
㈮
〜
12
月
８
日
㈪

●
説
明
会
を
開
催

と
き
11
月
11
日
㈫
・
24
日
㈷
・
28

日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
要
申
込
▽
前
日
ま
で
に
左
記
へ
）

問
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ｍ

ｕ
ｍ
（
☎
55
・
２
２
７
２
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
労
支
援
講
習
会

●
パ
ソ
コ
ン
初
級（
土
曜
日
コ
ー
ス
）

と
き　
１
月
24
日
〜
３
月
14
日
の

土
曜
日
▽
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
８
回
シ
リ
ー
ズ

定
員

20
人
（
抽
選
）

教
材
費　
８
０
０
０
円

と
こ
ろ　
府
立
母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
東
成
区
）

申
込

12
月
24
日
ま
で
に
左
記
へ

※
申
し
込
み
方
法
や
必
要
資
格
な

ど
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
府
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
06
・

６
７
４
８
・
０
２
６
３
）

教　

育

放
課
後
児
童
会
新
年
度
入
会
受
付

対
象　
来
年
度
の
小
学
１
年
〜
６

年
生
で
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に

よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
状
態
が

月
に
17
日
以
上
あ
り
、
そ
の
状
態

が
３
か
月
以
上
継
続
す
る
人

申
込

12
月
1
日
〜
７
日
に
市
役

所
１
階
市
民
サ
ロ
ン
（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
）
へ

※
募
集
要
項
は
11
月
中
旬
ご
ろ
か

ら
同
課
や
市
内
の
認
定
子
ど
も
園

な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
ま
ん
な
課
（
２
階
）

人　

権

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

●
優
し
い
紙
芝
居
が
紡
ぐ
人
と
の

繋
が
り
〜
今
を
生
き
る
す
べ
て
の

人
へ
〜

　
紙
芝
居
師
小
川
よ
し
の
り
さ
ん

に
よ
る
講
演
と
紙
芝
居
。
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
と
診
断
さ
れ
て
か
ら

現
在
の
活
動
に
至
る
ま
で
の
お
話

や
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

考
え
ま
す（
紙
芝
居
の
上
演
あ
り
）。

と
き

11
月
29
日
㈯
午
後
1
時
30

分
〜

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
３
０
０
人
（
抽
選
）

申
込　
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
（
℻

53
・
１
９
５
５
）
に
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
と
同
伴
者

氏
名
（
３
人
ま
で
）
を
記
入
し
て

11
月
14
日
ま
で
に
左
記

へ
▽
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
も

可※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
▽

１
歳
〜
就
学
前
児
童
の
一
時
保
育

あ
り
▽
申
込
時
に
子
の
氏
名
、
年

齢
を
記
入
。

問
人
権
協
会(

人
権
推
進
課
内
）

明治安田生命保険相互会社から寄附
　10月 6 日に、明治安田生命保険相互会社から
「私の地元応援募金」（従業員募金と会社拠出金）
として、寄附をいただきました。
　堺支社長の新垣さんは、「生命保険会社の役割
を超えて、これからも様々な分野で地域社会に貢
献していきます」と話しました。この寄附は市民
サービス向上のために有効活用します。

女性の人権、こどもの人権を守ろう
11月12日～25日は　　　　　　
「女性に対する暴力をなくす運動」

11月は「児童虐待防止推進月間」

　配偶者や恋人からの暴力、性犯罪、ストーカー行為などは、
人権を侵害するものであり、決して許されません。女性に
対する暴力のない社会を目指しましょう。
●みんなの人権 110番
☎ 0570-003-110
▷平日午前８時 30分～午後５時 15分
●DV相談ナビ
☎♯ 8008
●府女性相談センター
☎06-6949-6022▷平日午前9時～午後8時▷土日午前9
時～午後５時▷祝日年末年始を除く
●DV電話相談
☎ 06-6946-7890 ▷ 24時間受付
☎ 06-6949-6181 外国人専用相談▷平日午前９時～午後５
時 30分▷祝日年末年始を除く
●警察のDV相談
☎♯ 9110▷緊急の場合はためらわずに 110番通報を
●府男性のための電話相談
☎ 06-6910-6596
相談実施日　第 1・4水曜日▷午後 4時～午後 8時、第 2・
3土曜日▷午前 11時～午後 3時

　子どもから SOSを出すことは勇気のいることです。みな
さんからの連絡は子どもを守り、家庭への支援につなげる
１歩となります。
●こどもファミリーセンター（市役所内）
☎ 53-1111、平日午前 9時～午後 5時 30分
●児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（24時間受付）

●パープル・オレンジライトアップ
　女性に対する暴力根絶のシンボ
ルであるパープルリボンと、児童
虐待防止のシンボルであるオレン
ジリボンにちなんで、紫色とオレ
ンジ色にライトアップします。
とき　11月 14 日㈮午後 5時～ 7
時 30分、15日㈯午後 5時～ 7時
ところ　金剛寺
※拝観料無料▷金堂で法要あり（両
日とも午後 6時～）▷両日とも午
後５時～点灯セレモニー▷国宝大
日如来坐像を堂外から拝観可。
●キックスライトアップ
とき　11月4日㈫～11月28日㈮
日没から午後10時まで
ところ　キックス
●パネル展示
とき　11月4日㈫～11月28日㈮
ところ　キックス
問パープルライトアップ＝男女共
同参画センター（キックス内、☎
54-0003）、オレンジライトアッ
プ＝こどもファミリーセンター

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
応募者：ゆいぴまま
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